
2025年度 （別紙３）

○事業所名 ペングアート・ペングアート北野

○保護者評価実施期間
2026.6.1-6.30

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 美園65名　北野53名 （回答者数）
美園30名　北野21名

○従業者評価実施期間
2026.7.1-7.15

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 20名 （回答者数）
11名

○事業者向け自己評価表作成日
2026.7.31

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

活動内容の独自性・療育でのアートガイドの活用　スケ
ジュールの提示

アートガイドの作成　スケジュールの作成提示 定期的な見直し　専門性の向上　チームワークUP

2

支援指数の導入　配置基準以上の人員配置 支援指数を出すことで、【自立した活動】が将来に必要で
あることを意識して支援にあたることができる

支援チームのメンバーが入れ替わることが多いため、
チームワーク強化に関する取り組みが必要である

3

長期期間中の面談の実施 面談の活用、支援会議の提案、保育所等訪問支援との連
携

面談日の調整、オンラインの活用。調整を担当できるス
タッフの育成

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

送迎・レスパイトへの協力体制が脆弱であること イベントでの送迎（北野）することで少しでも保護者の負担
軽減、レスパイトへの寄与を検討している

不便さによる利用人数減少とならないように、支援の質を
上げて利用人数の増加につなげていきたい

2

支援チームのメンバーの入れ替わり チームワーク強化に関する取り組み・コミュニケーション・
懇親会

ファシリテーションの活用を検討中

3


